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（この施設は、市費等のほか、年金積立金還元融資を受けて建設されました。）

大平市民センター完成(4月28日オープン)
開館に先だち4月24日・25日に市民のかたがたに参観していただきます。

べ:みんなで守り育てよう岡崎市民憲章　>-

１、三河魂の伝統を生かし、教養を高め、

　　文化の向上につとめます。
　わたくしたちは、三河魂の精神を受けつぎ、永い歴史と伝統

の中で学び、育てられてきました。これらを土台にし、さらに

市民一人ひとりが教養を高め、わたしたちのまちを理解し、郷

土文化の創造、向上そして育成に力を注いでいきましょう。
一一-・
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市政だよりの早期配布にご協力ください

り



　
２
　
　
愛
情
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
拠
点

　
　
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー

四
月
二
十
八
日
オ
ー
プ
ン

一
般
参
観
日
四
月
二
十
四
日
南
・
二
十
五
日
噺
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
情
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

公
民
館
活
動
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
行
政
の
支
所
業

務
を
併
せ
て
行
う
複
合
施
設
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
、
集
会
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
場
と
し
て
、
各

種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
個
人
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。大

平
支
所
が

市
民
セ
ン
タ
ー
内
に

移
転
し
ま
す

　
　
公
ニ
ニ
ー
○
一
七
四

｜

大
里
｀
所
内

有
線
電
話
番
号
が

3
1
3
1
番
に
か
わ
り
ま
す

　
大
平
支
所
は
、
大
平
市
民
セ
ン
タ

ー
内
に
移
転
し
、
四
月
二
十
八
日
か

ら
新
し
い
支
所
で
業
務
を
開
始
し
ま

す
。
支
所
で
は
、
模
写
電
送
装
置
を

と
り
い
れ
て
、
戸
籍
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
書
等
の
交
付
事
務
を
行
い
ま

す
が
、
大
平
支
所
管
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
、
す
で
に
電
送
装
置
の
あ
る

本
庁
、
東
部
支
所
、
岩
津
支
所
、
矢

作
支
所
及
び
六
ッ
美
支
所
管
内
に
本

籍
や
住
民
登
録
の
あ
る
か
た
も
。
自

分
の
都
合
の
よ
い
支
所
の
窓
口
で
必

要
な
沓
煩
が
人
手
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
●

大平市民セン5'ー、大平支所は、

４月28日から利用できますが、

開館に先だち４月24日・25日を

参観日としますので、ぜひご来館

ください。
- -
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階
１

２階

管理

人室

機械
　室

便所談話室
　兼
図書室

－ 一 一 一 一
　 　 　 　 ・

倉
庫

に】

身障者便所

白
づ

老人室
会議
　兼
相談

支所

回言
口

｜

｜

ふ尚擢
AD A□.:

建

設

の

目

的

　
社
会
教
育
（
生
涯
教
育
）
の
場
と

し
て
の
公
民
館
活
動
と
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
場
と
し
て
の
支
所
業
務
を
行

う
地
域
社
会
の
中
心
施
設
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
で
あ
り
ま
す
。

Ｄ
建
設
場
所

　
　
岡
崎
市
大
平
町
字
皿
田
地
内

閃
敷
地
面
積

　
　
五
、
〇
七
二
㎡
（
約
一
、
五
三
四
坪
）

倒
建
物
の
構
造

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

　
　
　
　
　
　
二
階
建

倒
建
築
延
面
積
（
本
体
建
物
）

　
　
一
、
一
三
五
・
九
七
ぱ

　
　
　
　
（
約
三
四
三
・
六
三
坪
）

　
●
１
階
　
支
所
…
事
務
室
、
待
合

　
室
　
公
民
館
・
：
談
話
室
兼
図
書
室
、

　
会
議
室
兼
相
談
室
、
老
人
室
、
事

　
務
室
等

　
●
２
階
　
公
民
館
…
集
会
室
兼
体

　
育
室
、
講
習
室
、
婦
人
学
習
室
、

　
和
室
等

倒
附
属
設
備

　
ア
、
自
転
車
置
場
…
十
六
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鉄
骨
造
り
）

　
イ
、
駐
車
場
…
四
十
三
台
収
容

ウ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
：
二
面

エ
、
国
旗
掲
揚
塔
：
二
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
本
掲
揚
）

図内案

表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

五
月
六
日
ま
で
に
町
総
代
さ
ん
へ
ご
連
絡
を

　
七
月
一
日
に
行
わ
れ
る
岡
崎
市
制

施
行
六
十
四
川
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
か

た
、
お
よ
び
優
良
団
体
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
よ
う
な
、

表
杉
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
、

ま
た
は
団
体
を
お
知
り
の
か
た
は
、

五
月
六
日
ま
で
に
町
総
代
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
①
　
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し

　
　
た
か
た

　
②
　
教
育
、
体
育
、
学
術
技
芸
そ

　
　
の
他
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た

　
　
か
た

　
③
　
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し

　
　
た
か
た

　
④
　
社
会
事
業
お
よ
び
地
方
民
生

　
　
の
安
定
に
尽
力
し
た
か
た

　
⑤
　
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た

　
⑥
　
納
税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た

　
⑦
　
風
教
の
善
導
そ
の
他
公
益
事

　
　
業
に
尽
力
し
た
か
た

　
⑧
　
治
安
の
維
持
並
び
に
水
火
災

　
　
等
の
防
護
に
て
い
身
し
た
か
た

　
⑨
　
運
輸
交
通
に
貢
献
し
た
か
た

　
０
　
奇
特
篤
行
者
で
、
特
に
市
民

　
　
の
模
範
と
な
る
か
た

　
⑩
　
そ
の
他
表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
か
た

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
秘
書

課
渉
外
係
（
豊
二
三
一
六
〇
〇
九
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

｀寮゛申甲甲甲｀1●窄Ψ’Ψ甲Ψ甲甲｀●゛｀●゛｀●゛甲甲甲窄｀が’Ψ申甲｀ｆ・甲申窄｀嗜゛甲甲￥’
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市民の行動テーマ

第７回家庭の日を実践し
親子のふれ合いを高めよう

岡
崎
の
子
ど
も
ま
つ
り

五
月
三
日
出
憲
法
記
念
日

Ｌ至
康
生

魚つかみコーナー

●

家庭の日シンボルマーク

　　　　ｰ

車止め

殿

僑　１

' ＼

匹ト

●　　I-〃-･-

の庭

　
親
子
の
ふ
れ
合
い
を
高
め
る
た
め
、

岡
崎
子
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
市
民
み
ん
な
で
、
子
ど
も
を
大
切

に
し
て
健
全
な
育
成
を
は
か
る
意
識

を
高
め
る
た
め
の
集
い
と
し
て
、
伝

統
行
事
で
あ
る
「
鯉
の
ぼ
り
」
の
も

と
で
、
親
子
そ
ろ
っ
て
自
然
に
親
し

み
、
戸
外
で
初
夏
の
一
日
を
楽
し
み

　
日
時
　
五
月
三
日
（
土
）
憲
法
記

念
日
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
（
雨

天
の
時
は
五
月
四
日
）

　
場
所
　
菅
生
川
右
岸
（
河
川
敷
・

殿
橋
～
伊
賀
川
）
、
堤
防
沿
い
の
道

路
を
歩
行
者
天
国
（
殿
僑
～
竹
千
代

僑
）

　
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

　
人
形
劇
、
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
、
紙
芝

居
、
の
ど
自
慢
、
ク
イ
ズ
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー

竹
馬
、
輪
な
げ
、
ボ
ー
ル
遊
び
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
マ
ッ
ト
遊
び
、

体
力
テ
ス
ト
、
器
具
コ
ー
ナ
ー
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
遊

び作
っ
て
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー

水
鉄
砲
、
紙
鉄
砲
．
割
ば
し
鉄
砲
、

紙
飛
行
機
、
折
紙
、
粘
土
、
た
こ

作
り
、
お
手
玉
、
ら
く
が
き
遊
び

魚
つ
か
み
コ
ー
ナ
ー

伊
賀
川
三
清
僑
～
竹
千
代
橋
間

　
（
午
前
十
一
時
と
午
後
二
時
の
二

回
放
流
）
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テレビまんが上映開始時間(上映時間約1時間)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

□
稔
扁
Ｇ
甦
念

　
太
６
＠
唸
・
ａ
＆
邸
心
｀
行
ａ

太
陽
の
城
萱
2
4
’
２
5
3
5

　
お
か
ぎ
き
っ
子
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
創

る
「
太
陽
の
城
」
開
城
一
周
年
記
念

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
岡
崎
公
園

の
藤
の
花
も
見
頃
で
す
か
ら
、
ご
家

族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
五
月
三
日
（
土
）
～
五
月

十
一
日
（
日
）

　
開
城
時
間
　
三
、
四
、
五
、
十
一

日
（
祝
、
日
唯
）
は
午
前
九
時

　
六
、
七
、
八
、
九
、
十
日
（
火
～

土
曜
）
は
午
後
一
時

　
閉
館
は
い
ず
れ
も
午
後
五
時
で
す
。

　
会
場
　
太
陽
の
城
　
岡
崎
市
明
大

寺
本
町
一
ノ
ニ
　
S
2
4
－
2
5
3
5

　
主
催
　
岡
崎
市
・
岡
崎
市
教
育
委

員
会
、
束
海
テ
レ
ビ
放
送
、
中
日
新

聞
社

　
主
管
　
太
陽
の
城
・
開
城
一
周
年

記
念
事
業
実
行
委
貝
会

　
会
場
案
内

　
一
階
～
二
階
　
テ
レ
ピ
ま
ん
が
、

カ
ラ
ー
写
真
展

　
三
階
　
テ
レ
ビ
ま
ん
が
、
映
画
劇

場

　
入
場
無
料

　
た
だ
し
、
映
画
は
入
替
制
で
整
理

券
（
一
人
一
葉
）
が
な
い
と
見
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
整
理
券
は
、
太
陽
の
城
お
よ
び
最

寄
り
の
中
日
新
聞
販
売
店
で
お
渡
し

し
て
お
り
ま
す
。

　
上
映
映
画

　
五
月
三
日
か
ら
五
月
六
日

①
銀
河
鉄
道
９
９
９
　
②
ト
ム
ソ
ー

ヤ
の
冒
険
　
③
タ
イ
ム
ボ
カ
ン

少
女
ハ
イ
ジ
　
③
ド
カ
ベ
ン

・
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

太
陽
の
城
子
ど
も
造
形

教
室
受
講
生
募
集

　
　
　
　
（
小
１
～
小
３
）

　
太
陽
の
城
　
Ｍ
‥
Ｈ
‥

・
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
図

工
・
美
術
に
関
心
を
も
ち
創
造
力
を

伸
ば
す
よ
う
、
次
に
よ
り
「
太
陽
の

城
造
形
教
室
」
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
対
象
者
お
よ
び
開
設
日
時

　
①
小
学
三
年
生
　
五
・
六
月
の
土

曜
日
（
七
回
）
　
午
後
二
時
１
午
後

四
時
　
②
小
学
校
二
年
生
　
五
・
六

月
の
日
畷
日
（
七
回
）
　
午
前
九
時

三
十
分
～
午
前
十
一
時
三
十
分

③
小
学
一
年
生
　
五
・
六
月
の
日
曜

日
（
七
回
）
　
午
後
二
時
～
午
後
四

時　
講
座
の
内
容
（
七
回
で
修
了
）

　
粘
土
あ
そ
び
、
描
両
、
紙
工
作
、

そ
の
他

　
募
集
人
員

　
各
学
年
と
も
二
十
四
名

　
受
講
料
　
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

教
材
費
が
七
回
分
で
千
円
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法

　
四
月
二
十
日
よ
り
太
陽
の
城
二
階

事
務
所
で
受
付
し
ま
す
の
で
、
教
材

費
千
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
定
‥
‥
ハ
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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花どころおかざき

　　　藤まつり写真撮影会

●　　　４月25日～5月５日

　　　　　岡　崎　公　圃

岡崎市民俳句大会７

　４月2 7日

岡崎市民会館

?-一一一一

岡崎煎茶道友煎会

発会記念茶会

　　４月2 7日
　　岡崎公園巽閣
　　龍城神社一 一 一

　　K

--f　－－　－・　　－‥・　　－・－－　－

　　>

　第32回岡崎市民軟式ｄ

　庭球大会（中学校の部），

　こ　　　　　４月27日
　　岡崎公園テニスコート

　　　　午前９時より
丿回I

第21回東西三河対抗第11回岡崎航空全国哩謡作家岡崎大会
ﾊﾞスケットボ刈ﾚ大会ページェント

/W一一

　４月27日
岡崎市体育館
午前９時より

－４　－-

昭和55年度春の市民

ラグビー祭り

　　４月2 9日
　岡崎公園グラウンド
　　午後２時より

｀≫-
● ● － 一 一

４月2 7日

八帖滑空場

午前lO時より　　　，

‾‾‾‾‾‾　　I'

　　４月2 9日

　矢作市民センター

午前９時～午後5時

-=　･W-■====＝　-〃㎜皿===

鳳

　>--

Y

- 6 －

凰短歌大

　４I] 2 ９川

岡崎公園災閣

Ｔ前９時～午後４時

心
'ZX

第16回岡崎美術I岡崎市民大茶会釈尊降誕花まつり

　i

V

－　　』

椿会同人作品展

　　５月９日～11日

康生通東みどりや画廊

一 一 一

協　会　員　展

　４月30日～５月４日

　　　岡崎市美術館

剛
十
　
　
牛
．

　　５月３日
岡崎公園n閣・

　ｉ　　公

　丿　午前

べごい･‾‾‾‾‾‾‾‾

園一帯
９時～午後４時

一 一 一 一 一

一
　
　
　
　
　
　
一

汗
1
1
1
1
！
・
Ｌ

６回岡崎市囲碁

|

傑　戦大会|

　５月1 1日

　岡崎公園巽閣

前9ll.'f~午後６時
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″
以

か　ざ

り
取
扱
い

衛
生
池

お
　
新
し
く
、
く
み
取
り
を
依
頼
さ
れ

　
　
る
か
た
や
、
水
洗
便
所
等
に
改
造
し

市政だより

た
た
め
く
み
取
り
の
必
要
が
な
く
な

っ
た
か
た
は
、
市
民
課
、
又
は
も
よ

り
の
支
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
く
み
取
り
の
必
要

が
な
く
な
っ
た
か
た
や
、
廃
止
の
届

出
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
お
早

め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
人
員
、
便
そ
う
の
種
類
な
ど

に
よ
り
、
く
み
取
り
世
帯
は
次
の
と

お
り
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

旬
定
額
制
く
み
取
り
世
帯
（
世
帯
人

貝
に
よ
る
計
算
）

①
九
人
以
下
の
世
帯
人
貝
が
使
う
便

　－７－　昭和55年４月15日

　
　５月１日から

　し尿くみ取り料金が変わります。

●定額制のくみ取り料金は、便そう１ヵ所に

　つき160円、人員割額は１人につき200円と

　なります。

●従量制のくみ取り料金は、36リットル{こっき

　210円となります。

そ
う
で
、
一
ヵ
月
に
一
回
の
く
み
取

り
で
す
。
料
金
は
世
帯
人
貝
で
計
算

し
ま
す
の
で
、
人
貝
が
変
わ
る
と
き

は
、
市
民
課
、
又
は
も
よ
り
の
支
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

②
く
み
取
り
料
金
を
計
算
す
る
世
帯

人
貝
を
定
め
る
日
は
、
く
み
取
る
日

の
前
月
の
十
日
を
基
準
と
し
て
住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
た
数
で
す
。

鳶
従
量
制
く
み
取
り
世
帯
（
く
み
取

り
量
に
よ
る
計
算
）

①
十
人
以
上
の
世
帯
人
貝
が
使
う
便

そ
う
の
し
尿
を
く
み
取
る
と
き

②
二
世
帯
が
Ｉ
カ
所
の
便
そ
う
を
利

用
し
た
り
、
三
世
帯
が
二
ヵ
所
の
便

そ
う
を
使
川
す
る
し
尿
を
く
み
取
る

③
定
額
制
世
帯
で
便
そ
う
が
小
さ
く
。

一
ヵ
月
に
二
回
以
上
く
み
取
る
世
帯

は
、
定
期
の
く
み
取
り
が
定
額
制
、

そ
れ
以
外
の
く
み
取
り
は
従
量
制
で

す
。
た
だ
し
、
本
人
が
申
出
を
し
た

場
合
は
定
期
の
く
み
取
り
も
従
量
制

扱
い
に
な
り
ま
す
。

④
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
事

業
所
お
よ
び
店
舗
な
ど
の
便
そ
う

⑤
新
し
く
、
く
み
取
り
申
し
出
を
し
、

最
初
に
く
み
取
る
と
き

⑥
便
そ
う
が
大
き
く
、
年
数
回
の
く

み
取
り
で
従
量
制
の
適
用
を
受
け
た

い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
世
帯
の
便

そ
う

⑦
多
址
の
水
お
よ
び
薬
品
の
使
用
に

よ
っ
て
、
あ
わ
水
を
発
生
さ
せ
る
簡

易
水
洗
く
み
取
り
便
所

⑧
無
臭
便
所
の
便
そ
う
以
外
の
部
分

に
貯
留
し
た
し
尿
も
合
わ
せ
て
く
み

取
る
と
き

⑨
く
み
収
り
便
所
の
損
傷
な
ど
に
よ

り
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要
な
措

ほ
の
勧
告
を
受
け
た
か
た
が
履
行
し

な
い
と
き
は
従
址
制
に
な
り
ま
す
。

養
特
に
無
臭
便
そ
う
の
し
尿
く
み
取

り
に
つ
い
て
は
、
く
み
取
る
方
法
に

よ
り
、
料
金
が
違
い
ま
す
。

●
三
月
・

定
例
議
会
で

成
立
し
た
条
例

　
三
月
定
例
会
で
次
の
条
例
が
成
立

し
ま
し
た
。

●
　
岡
崎
市
役
所
支
所
設
置
条
例
の

　
改
正

　
大
平
支
所
の
位
ｉ
ｇ
を
大
平
町
字
皿

田
六
番
地
に
変
更
。
く
わ
し
い
こ
と

は
、
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
　
岡
崎
市
証
紙
条
例
の
改
正

　
使
用
料
・
手
数
料
の
納
付
用
に
二

百
円
の
証
紙
を
発
行

●
　
岡
崎
市
印
鑑
登
録
条
例
の
改
正

　
印
鑑
登
録
証
の
交
付
に
際
し
、
百

円
の
手
数
料
を
徴
収

　
　
　
　
　
●

●
　
岡
崎
市
保
育
所
条
例
の
改
正

　
岩
津
町
（
旧
若
葉
学
園
跡
地
）
に

岩
津
北
保
育
園
を
設
置

●
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
条
例

　
欠
町
に
総
合
的
な
福
祉
施
設
と
し

て
福
祉
の
村
を
設
置
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
三
月
十
五
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
　
岡
崎
市
労
働
文
化
会
館
条
例
の

　
改
正

　
第
三
号
室
は
、
有
料
使
用
と
し
た
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
四
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
　
岡
崎
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

　
掃
に
間
す
る
条
例
の
改
正

　
し
尿
の
処
理
手
数
料
を
改
定
。
く

わ
し
い
こ
と
は
、
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
　
岡
崎
市
都
市
公
園
条
例
の
改
正

　
南
公
園
に
遊
戯
施
設
を
設
置
。
六

名
公
園
・
明
神
橋
公
園
に
照
明
設
備

　
（
一
面
三
十
分
八
百
円
）
を
設
置

●
　
市
立
岡
崎
病
院
の
料
金
等
に
関

　
す
る
条
例
の
改
正

　
病
院
駐
車
場
の
料
金
は
、
利
用
開

始
後
三
十
分
を
超
え
た
場
合
に
徴
収
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
　
岡
崎
市
立
公
民
館
条
例
の
改
正

　
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
を
大
平
支
所

と
同
一
場
所
に
設
置
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
　
岡
崎
市
火
災
予
防
条
例
の
改
正

　
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
ふ

ろ
が
ま
な
ど
の
設
備
の
位
置
・
構
造

・
管
理
の
方
法
を
定
め
、
合
成
樹
脂

類
の
貯
蔵
・
収
扱
の
基
準
を
定
め
た
。

　
施
行
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
一

日
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
　
岡
崎
市
消
防
団
条
例
の
改
正

　
消
防
団
員
報
酬
を
引
上
げ

●
　
こ
の
ほ
か
次
の
条
例

　
▽
　
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お

　
　
け
る
岡
崎
市
職
貝
共
済
条
例
の

　
　
規
定
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定

　
　
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
児
童
厚
生
施
設
条
例

　
　
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
職
貝
定
数
条
例
の
改

　
　
正

　
▽
　
岡
崎
市
職
貝
の
分
限
の
手
続

　
　
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
改

　
　
正

　
▽
　
岡
崎
市
公
会
堂
条
例
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
財
政
状
況
の
公
表
に

　
　
関
す
る
条
例
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
精
神
薄
弱
児
通
園
施

　
　
設
条
例
の
廃
止

　
▽
　
岡
崎
市
農
業
共
済
条
例
の
改

　
　
正

　
▽
　
岡
崎
市
火
非
場
条
例
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　
　
受
益
者
負
担
金
条
例
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
立
学
校
設
置
条
例
等

　
　
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
高
等
学
校
通
信
教
育

　
　
条
例
等
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
市
民
セ
ン
タ
ー
使
用

　
　
料
条
例
の
改
正
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市立岡崎病院専用駐車場完成
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る
明

次に駐車券を入れる

　
来
院
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け

て
お
り
ま
し
た
駐
車
場
が
、
四
月
下

旬
よ
り
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

　
新
駐
車
場
は
二
六
七
台
の
収
容
で

す
が
、
利
用
の
効
率
を
高
め
る
た
め
、

有
料
で
自
動
料
金
精
算
機
使
用
に
よ

り
二
十
四
時
間
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
駐
車
場
入
口
は
、
病
院
の
南
側
か

ら
入
り
、
診
療
棟
の
玄
関
前
で
す
。

利
用
の
方
法

●
料
金
　
最
初
の
三
十
分
間
は
無
料

●
診
察
等
の
来
院
者
が
利
用
の
と
き

　
三
十
分
間
の
無
料
を
含
み
五
時
間

三
十
分
ま
で
七
ト
円
、
三
ト
分
間
の

無
料
を
含
む
五
時
間
三
十
分
を
超
え

て
十
一
時
闘
三
十
分
ま
で
二
時
間
ご

と
に
七
十
円
。
十
一
時
間
三
十
分
を

超
え
た
と
き
は
三
十
分
ご
と
に
七
十

円●
見
舞
及
び
前
記
以
外
の
来
院
者
が

利
用
の
と
き

　
3
0
分
間
の
無
料
を
除
き
三
十
分
ご

駐車券を取る

4〉

証明を提示し、診療用

駐重章(メタル)を受服る

料金表示が出る

料金

□ぴ

g〉

i〉 ^〉

乗　車

料金を支払う

^〉

^〉

ゲートが司く(入場･駐重)

駐重章を精算領に入机る

出ロゲートガ開く

言 ｀'|

・見舞及びその他の来院者が利用する場合は、駐車券を入□で取り、帰りに、料金精算機に駐車券を入れてください。
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保
留
地
予
定
地
を

　
　
　
処
分
し
ま
す

岡
崎
中
島
土
地
区
画
整
理
組
合

岡
崎
市
役
所
開
発
指
導
課
内

　
　
　
　
a
2
3
－
6
2
6
6

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
処
分

筆
数
　
閻
崎
市
中
島
町
地
内
　
岡
崎

中
島
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
区

内
Ｃ
Ｍ
筆

　
処
分
方
法
　
公
開
抽
選

　
抽
選
日
時
　
５
月
Ｈ
日
（
口
）
午

前
９
・
時
か
ら
正
午
ま
で
受
付
。
抽
選

は
、
受
付
終
了
後
直
ち
に
行
い
ま
す
。

　
抽
選
場
所
　
岡
崎
市
中
島
町
字
下

井
之
上
９
の
Ｉ
　
岡
崎
市
立
六
ッ
美

南
部
小
学
校

　
次
の
方
は
、
抽
選
に
参
加
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

④③②①
　
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

　
未
成
年
者

　
保
留
地
予
定
地
を
営
利
を
目
的

と
し
て
売
買
の
用
に
供
す
る
者

抽
選
参
加
申
込
み
の
方
法

９
①
　
抽
選
参
加
申
込
み
は
、
１
世
帯

一
　
　
（
１
法
人
）
に
つ
き
１
筆
と
し
ま
す
。

　
②
　
抽
選
参
加
申
込
書
に
記
名
押
印

一 一

　
の
う
え
、
抽
選
参
加
保
証
金
1
0
万

　
円
と
、
世
帯
全
貝
の
住
民
票
写
し

　
　
（
法
人
を
除
く
）
を
添
え
て
受
付

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
住
民

　
票
写
し
は
、
当
口
、
日
耀
日
で
す
の

　
で
、
前
日
ま
で
に
交
付
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
。
）

③
　
代
理
人
の
場
合
は
、
申
込
み
さ

　
れ
る
方
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
現
地
案
内
等
に
つ
い
て

①
　
現
地
に
立
冊
板
に
よ
り
保
留
地

　
予
定
地
の
位
置
・
面
積
等
が
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

②
　
抽
選
参
加
心
得
書
及
び
詳
細
に

　
つ
い
て
は
、
岡
崎
市
役
所
開
発
指

　
導
課
内
　
岡
崎
中
島
土
地
区
画
整

　
理
組
合
（
豊
2
3
’
6
2
6
6
）
　
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
抽
選
参
加
に
必
要
な
も
の

　
①
世
帯
全
貝
の
住
民
票
写
し
（
法

人
を
除
く
）
　
②
抽
選
参
加
保
証
金

1
0
万
円
　
③
印
鑑

図置位
図

_-1.~ご

内案

0

Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
ｆ
安
城

／
「

I

M サ穐

額価分処保留地予定地の

番

号

面　　　積 3.3 m'当た
り価格（円）

処分価額(円)
番

号

面　　　積 3.3 m'当た

り価格（円） 処分価額(円)
㎡ 坪 ㎡ 坪

１ 290 95 88 01 170,000 14,9fil.7OO12 200 66 60 69 155,000 9,406,950

２ 291 07 88 04 170,000 14,966,800 13 282 33 85 40 175,000 14,945.000

３ 195 11 59 02 120,000 7,082,400 14 179 10 54 17 160,000 8,667,200

４ 241 02 72 90 155,000 11,299,500 15 182 43 55 18 160,000 8,828,800

５ 242 12 73 24 145.000 10,619,800 16 183 94 55 64 175,000 9,737,000

６ 245 15 74 15 180,000 13,347,000 17 177 74 53 76 165,000 8,870,000

７ 245 17 74 16 175.000 12,978,000 18 159 62 48 28 160,000 7,724,800

８ 226 55 68 53 180,000 12,335,400 19 159 37 48 20 160,000 7,712,000

９ 263 56 79 72 170,000 13,552,40020 269 89 81 64 150､000 12,246.000

10 323 90 97 97 170,000 16,654,900 21 253 26 76 61 160,000 12,257,600

ｎ 312 84 94 63 160,000 ]5,140,800 22 214 00 64 73 165,000 10.680.450
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新
し
く
・
「
別
巻
Ｌ
近
世
学
芸
編
の

１

一
　
　
・
　
・
　
　
一
　
　
Ｓ
　
一
　
　
’
　
ヽ
　
一
　
一
　
　
を
　
一
　
一
　
　
一
　
　
゛
　
・
　
ｙ
　
『
　
『

＜
イ
＜

編
集
刊
行
計
画

』

き
ま
る

長
ｉ
‐
↑
―
Ｉ
Ｉ
’
‐

五
十
五
年
度
の
調
査
計
画
と

員
の
お
知
ら
せ

- －

（
…
）
調
査
編
集
刊
行
予
定

五
年
度
よ
り
調
轟
開
始
、

八
年
度
刊
行
の
予
定

昭
和
五
十

昭
和
五
十

　
各
調
査
班
の

　
調
査
業
務
計
画

＠
原
始
　
高
木
遺
跡
：
王
要
古
墳
の

調
査
・
資
料
整
理
そ
の
他

＠
古
代
　
文
献
調
査
・
駅
家
条
里
制

調
査
・
網
年
目
録
作
成
そ
の
他

（
…
）
中
世
　
寺
社
文
書
調
在
・
城
址
調

査
・
文
献
史
料
訓
査
そ
の
他

（
…
）
近
世
　
第
三
次
史
料
調
査
・
藩
政

文
再
調
査
・
文
書
筆
写
作
業
そ
の
他

ｃ
近
代
　
項
目
別
内
容
調
爽
そ
の
他

＠
現
代
１
　
菜
睡
養
蚕
製
炭
関
係
調

在
、
幼
児
高
校
関
係
調
査
・
市
政
変

化
調
査
・
年
表
作
成
そ
の
他

ｃ
現
代
２
　
都
市
計
画
・
区
画
整
理

等
調
轟
そ
の
他

（
…
）
現
代
３
　
各
組
合
活
勁
・
商
店
企

業
所
実
態
調
査
そ
の
他

（
…
）
民
俗
　
矢
作
川
両
岸
・
市
街
地
訓

査
・
民
俗
地
図
作
成
そ
の
他

ｃ
自
然
（
動
物
）
市
内
束
北
部
調
轟

季
節
動
物
淡
水
魚
調
企
そ
の
他

ｃ
自
然
（
植
物
）
　
特
定
植
物
群
・

高
等
菌
類
蘇
苔
地
衣
類
等
調
査
そ
の
他

（
…
）
自
然
（
地
学
）
　
地
形
地
質
野
外

訓
査
・
室
内
研
究
そ
の
他

＠
文
化
財
（
彫
刻
・
絵
画
・
工
芸
・

建
造
物
）
　
寺
社
民
家
の
文
化
財
・

姓
造
物
調
査
そ
の
他
）

ｃ
近
世
学
芸
　
書
目
史
料
訓
在
そ
の
他

　
そ
の
他
主
な

一
事
業
計
画

（
…
）
研
究
紀
要
「
岡
崎
市
史
研
究
第
三

号
の
刊
行
」
昭
和
五
十
八
年
二
月
末

＠
市
政
だ
よ
り
へ
調
禿
報
告
　
毎
月

一
日
号
（
石
田
先
生
遺
稿
紹
介
）
十

五
日
号
（
各
調
査
報
告
紹
介
）

（
…
）
中
間
報
告
会
　
七
月
二
十
六
口
・

八
月
二
日
・
九
日
・
十
六
口
（
毎
土

曜
日
）
の
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
実

施
（
市
民
対
象
・
会
場
未
定
）

（
…
）
史
料
所
在
目
録
作
成
と
史
料
編
の

編
集
刊
行
準
備
そ
の
他

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た

委
員
氏
名

圏
近
世
学
芸
班
特
別
委
員

　
清
水
孝
之
（
県
芸
大
）
鈴
木
勝
忠

　
（
岐
阜
大
）
大
礒
義
雄
（
前
愛
教
大
）

熊
谷
武
志
（
Ⅲ
山
女
大
）

・
近
世
近
代
調
査
委
員

市
僑
章
男
（
梅
園
小
）
高
比
良
泰
太

　
（
矢
作
北
小
）

・
協
力
員
・
事
務
局
付
職
員

（
…
）
協
力
員
　
池
上
勝
次
（
文
化
財
班
）

野
沢
孝
之
郎
（
自
然
動
物
班
）

（
…
）
事
務
局
　
藤
井
寿
一
　
（
専
門
職
貝
）

吉
川
達
也
（
近
代
専
任
調
を
Ｕ
）

●
江
戸
時
代
の
古
文
書
・
明
治
よ
り

昭
和
二
十
五
年
ま
で
の
資
料
の
あ
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
　
市
史
編
さ
ん
事
務
局

　
　
（
酋
五
一
一
六
七
一
　
一
）

　
　
　
　
　
●

り
｛
り
内
・
Ｑ
》
り
タ
Ｑ
り
４
’
ｇ
り
ゃ
Ｑ
９
・
’
χ
に
Ｉ
Ｑ
６
・
μ
ｎ
ｌ
｝
り
一
心
￥
り
φ
｝
り
を
｝
り
芦
‥
χ
１
１
｝
り
Ｉ
Ｑ
６

い
ｕ

　
ｌ
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
『

市
ａ

副

1 1
Ｊ

･->ζ*3C卜3C●3C●O£●3C<

四
月
一
日
か
ら
課
の
新
設
、
課
の

ｔ
名
称
変
更
な
ど
、
市
役
所
の
組
織
機

●J｛●JC●J!

　　構

　　の

●^C●^C●OC'>（^●3（●JC◆JC<●it で）c ･ >c ●>≪･ j（・・c<
<●3C●●nC●IH3C●：χ・●｝【●;】C●】d●】C・

● ' ） （ ･ ．
●｝≪・）c.・●-JCJC●3C・J≪r 】C i●3C●3C●：

3（卜J£●JC●JC●）【> ･:

一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
く
で
き
た
課
・
係

●
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

　
広
報
係
（
豊
2
3
1
6
0
3
3
）

　
広
聴
係
（
豊
2
3
－
6
0
1
2
） ･OCfOC ･OC●:）C●iCやOC

●3C●･■3C●OQ●^C●OC●3C卜1>C●OC・●3（争・C●3C

"
i
：
a
i
=
ｆ
^
　
ｖ
w
２
１
。
ｔ
ぐ
１
１
｀
　
　
ｗ

市
民
迦
動
係
（
a
2
3
－
6
0
2
5
）
ｆ

　●

23市

｜　民

6 公

Ｏ室

0 秘

９善

一課

渉
外
係
（
豊
一

開
発
部
緑
と
Ｉ

花
の
課
に
庶
務
係
（
a
2
3
1
6
2
…

５
０
）
、
建
設
部
下
水
道
課
に
第
１

二
技
術
係
（
a
2
3
‐
6
3
0
8
）
、
一

土
地
改
良
課
に
は
場
係
（
公
2
3
一
一

6
3
1
0
）
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

名
称
変
更
の
課
・
係

　
　
（
か
っ
こ
内
は
川
名
称
）

●
　
社
会
福
祉
部
福
祉
課

　
務
所
）

卜･JC

　
一
-
＝
^
'
-
i
.

：

／
　
"
＝

-
Ｉ
-
:

･
-
*

ｏ
rsc●･JC<

　
　
保
健
課
防
疫
係

係
係
）

（
ほ
健
課
衛
生
ｔ

市
役
所
の
課
・
係
の
電
話
番
号
一

3C●OC●OC●3C3C<

覧
表
は
、

ｔ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
≫

ｗ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
″

＞
ｆ
･
＞
ｒ
*
＞
ｃ
一
χ
ｅ
χ
争
χ
Ｉ
χ
ｅ
χ
Ｉ
χ
参
χ
４
χ
ｔ
χ
を
χ
・
χ
・
χ
・
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

市
民
便
利
帳
に
掲
載
し
ま
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◆
去
る
二
月
二
十
九
日
（
金
）
内
田

市
長
の
主
宰
に
よ
り
、
第
四
回
の
市

史
編
さ
ん
委
員
会
が
開
か
れ
、
昭
和

五
十
五
年
度
の
調
査
業
務
等
が
き
ま

り
、
新
し
く
「
別
巻
近
世
学
芸
編
」
の

刊
行
が
決
定
し
調
査
を
は
じ
め
る
。

◆
四
月
一
日
よ
り
、
次
の
よ
う
な
新

し
い
職
員
・
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

近
世
学
芸
編
の

編
集
刊
行
に
つ
い
て

・
編
集
刊
行
の
趣
旨

　
私
た
ち
の
郷
土
岡
崎
は
、
江
戸
時

代
の
中
頃
よ
り
町
人
農
民
ら
を
中
心

と
す
る
庶
民
文
化
が
盛
ん
に
な
り
、

多
く
の
業
績
を
残
し
後
世
に
ま
で
大

き
な
彫
響
を
与
え
た
。

　
ま
た
岡
崎
を
旅
し
た
貴
人
・
武
人
・

文
人
ら
が
、
郷
土
の
風
物
な
ど
を
詩

歌
に
託
し
た
り
、
紀
行
・
日
記
・
書

簡
・
地
誌
類
な
ど
の
文
に
綴
り
、
そ

れ
ら
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
市
史
な
ら
肌
ご
郷
土

に
関
す
る
刊
行
物
で
、
文
化
史
的
学

芸
史
的
に
調
査
研
究
が
な
さ
れ
、
編

集
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
ま
こ
と
に
乏

し
い
の
で
、
教
育
文
化
関
係
の
方
々

を
は
じ
め
、
心
あ
る
市
民
の
方
々
よ

り
、
今
般
の
市
史
編
さ
ん
刊
行
計
両

の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
高
く
、
か
つ
近
世

編
の
章
節
の
一
つ
と
し
て
扱
う
に
は
、

内
容
俳
成
上
か
ら
と
紙
数
の
関
係
か

ら
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
新
し
く
別

巻
と
し
て
学
芸
関
係
の
専
門
家
に
よ

る
調
査
・
編
集
・
刊
行
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

・
編
集
刊
行
の
予
定

（
…
）
内
容
　
国
文
学
（
俳
句
・
和
歌
・

狂
歌
雑
俳
等
）
漠
儒
学
・
国
学
・
蘭

学
・
日
記
書
簡
・
地
誌
・
紀
行
文
・

芸
能
等
の
史
料
等
の
紹
介
・
解
明
を

な
し
、
八
百
貞
以
内
に
編
集
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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患まべだ施設で落ちついて勉強ができるよう

に、矢作北ソ学咬岐舎が完成ッました。

　　　　　　　　　　　　　　　〔３月22日〕

‘i,^*キ

明るさをi曽した初春の空に、葵中学校の

近代的な校舎が完成しまし厄。

　　　　　　　　　　　　　(3月20日)

ｔ

．
次
代
を
担
う
心
身
共
に
健
全
な
る

　
子
ど
弓
の
育
成
の
た
め
に
常
磐
小

　
学
校
の
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
３
日
Ｊ

市政だより お　か　ざ　き

・－

　　皿

明るく、汪みよ･､｡｡'･･､町つくりのために、市政モニター一

会議が3月22日に市役所白旨第１会議室で行われま

。翫。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3≒22ヨレ

岡
崎
市
南
部
土
地
区
画
整
理
事

芙
竣
工
式
が
３
月
2
0
日
に
佻
木

原
公
園
で
行
杓
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
３
日
茄

｜
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天
然
石
け
ん

　
　
　
販
売
協
力
店

0
2
1
1
）
　
　
・
す
ぎ
や
（
伊
賀
町
・

伊
賀
そ
ご
う
セ
ン
タ
ー
内
　
豊
叩
’

3
6
1
3
）
　
　
・
関
商
店
（
洞
町

萱
９
９
一
－
2
0
9
6
）
　
　
・
手
嶋
商
店

　
（
上
地
町
　
S
5
3
－
2
1
6
3
）

　
・
名
古
屋
シ
ョ
ツ
ピ
岡
崎
店
［
康
生

迦
西
　
豊
９
１
］
　
1
0
6
0
）
　
　
・
那

須
釧
商
店
（
六
名
町
　
豊
5
1
－
４
２

４
ｏ
ｃ

ｆt
Ｘ
７

）
　
　
・
西
田
屋
食
品
店
（
上
地

容
5
1
－
8
9
7
8
）
　
　
・
バ
ラ

エ
テ
ィ
シ
ョ
ツ
プ
ひ
ま
わ
り
（
上
六

タ
‥
町
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
シ
ョ
ヴ
ビ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
　
き
5
2
’
8
3
6
2
）

・
福
屋
化
粧
品
店
（
井
山
町
　
き
2
1

1
0
7
6
7
）
　
　
・
星
野
薬
局
（
曙

町
　
萱
刀
　
　
‐
4
3
3
4
）
　
　
・
マ
ル

コ
ウ
（
美
合
町
　
豊
5
2
－
8
8
6
8
）

・
丸
紅
河
合
株
式
会
社
（
上
県
　
き

2
2
－
7
3
6
2
）
　
　
・
三
浦
米
穀
店

福
岡
販
売
所
（
福
岡
町
　
a
5
1
’
9

0
5
8
）
　
　
・
ミ
ヤ
コ
シ
ョ
ツ
プ
雑

貨
部
（
福
岡
町
　
き
5
3
－
3
5
6
4
）

・
山
下
商
店
（
上
六
名
町
　
き
5
1
1

4
2
1
7
）
　
　
・
ヤ
マ
ナ
カ
岡
崎
店

５月の

みよ‾）
（－

おかざき魚１日　メーデー、

　　　安売デー

八十八夜

憲法記念日、おかぎき

青果物安売デー

こどもの日、児童福祉

週間、立夏

世界赤十字デー

愛鳥週間、おかざき鶏

肉安売デー

母の日

国際善意デー

小満

おかざき精肉安売デー

消費者の日

国民健康保険料（1期

分）と国民年金保険料

　（im分）の納期限

２日

３日

５日

8 日

10日

［
本
町
通
　
豊
９
１
］
　
4
3
5
0
）

・
ヤ
マ
ナ
カ
羽
根
店
（
旺
町
　
酋
5
3

－
4
3
7
7
）

一-

り　Ｑ

´χ
然

石

IT

んａ

－

S
Ｌ

A

○

０

II日

18日

2]日

29日

30 日

31日

▽
境
公
園
―
、
０
０
０
円
（
軟
式
野

球
２
㈲
）
　
▽
六
訊
‥
公
喇
８
０
０
円

　
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー
而
）
　
▽
明
神

僑
公
園
８
０
０
円
（
軟
式
野
球
Ｉ
而
）

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
雌
本
的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
唾
眠
、
く
せ
等
）

▼
杜
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
反
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
χ
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
５
月
―
ロ
、
８
口
、
1
5

日
、
９
９
一
日
'
　
　
　
　
ｅ
ｎ
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
俊
房
氏

　
申
込
方
法
　
電
話
2
3
士

へ
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
●

川||川ml川|川|川川川川川11|11ml川川||||川|川mill川川川川川川|川Illllllllllllllll川|il川川|川|川川||||川川川|1111111111川||川|ilIIIIIIMI川Nil
1111

川||川11111|川II

５
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
ａ
2
2
1
5
４
3
６

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時
3
0

分
ま
で
に
持
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新

聞
、
雑
誌
及
び
衣
類
も
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
し
ば
っ
て
持
出
し
て
く
だ
さ
い
。

－
｜
－
　
1
1
1
1
　
　
　
I
I
　
I
　
¶
―
　
｜
　
　
　
―

収
集
日
一
　
　
　
収
集
実
施
町
名
　
　
　
↓

15
日
俐

14
日
内

}?.

卜
出

＼2
卜
[I｣)
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６
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２
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１

果

湊

１

机
大
ゴ
ミ
持
寄
り
場
所
が
不
明
の

場
合
は
、
各
町
衛
生
委
貝
か
衛
生
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
３
日
（
土
）
憲
法
記
念
日
、

５
月
５
日
（
月
）
こ
ど
も
の
日
は
、

国
民
の
祝
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

ゴ
ミ
の
収
集
及
び
し
尿
の
く
み
取
り

を
休
み
ま
す
。
持
出
し
場
所
ヘ
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

４月30日南納期限c国民年金保険料(1年前納分)G〉･至自勣車税(全期)c固定資産税･都市計画税(第１期)●４月の納税

　
次
の
店
で
大
然
石
け
ん
を
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
受
付
順
に
協

力
店
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

す
で
に
協
力
し
て
い
な
だ
い
て
い
る

店
に
は
「
天
然
石
け
ん
を
売
る
店
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
店
頭
に
掲
示
し
て

あ
り
ま
す
。

・
朝
日
堂
薬
局
（
旺
町
　
ｓ
5
1
‐
1

3
9
7
）
　
　
・
朝
日
堂
若
松
店
（
福

岡
町
　
雲
5
2
－
5
8
5
4
）
　
　
・
イ

ナ
バ
化
粧
品
店
（
伝
馬
通
　
き
2
1
－

2
6
8
5
）
　
　
・
金
山
商
店
み
ど
り

店
（
大
西
町
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
み
ど
り
内
　
a
5
3
－
5
0
3
0
）

・
か
わ
い
（
百
々
西
町
　
豊
2
4
　
8

4
5
3
）
　
　
・
小
林
文
具
店
（
梅
園

町
　
豊
2
3
‐
3
1
2
3
）
　
　
・
ジ
ャ

ス
コ
岡
崎
店
（
康
生
通
西
　
酋
2
1
－

ナ
イ
タ
ー
施
設

　
　
二
ヵ
所
が
完
成

　
　
体
育
館
　
萱
5
3
－
1
8
1
1
1

　
昨
年
９
月
、
境
公
園
運
動
場
に
本

恪
的
ナ
イ
タ
ー
施
設
を
設
置
し
ま
し

た
が
、
引
続
き
こ
の
ほ
ど
六
名
公
園

運
動
場
（
体
育
館
前
）
と
、
明
神
僑

公
園
運
動
場
（
明
神
橋
六
名
寄
西
）

に
も
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
完
成
し
ま
し

た
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
受
付
は
、
体
育
館
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
使
用
料
金
（
3
0
分
に
つ
き
）



か

相
談
内
容
　
家
庭
問
題
（
夫
婦
、

お
相
談
、
生
き
が
い
等
困
り
ご
と
）

　
　
日
時
　
５
月
７
・
2
1
日
（
水
）

市政だより昭和55年-－13

午
後
１
時
～
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
相
談
員
　
家
庭
裁
判
所
調
停
貝

服
部
久
子
氏

　
相
談
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
お
早
め
に
、
働
く
婦

人
会
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

と
も
消
防
本
部
３
階
講
堂
（
朝
日
町
）

　
そ
の
他
　
受
験
願
書
は
、
消
防
本

部
予
防
課
及
び
各
分
署
・
出
張
所
に

あ
り
ま
す
。

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）
▼
六

ッ
美
南
部
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分

よ
り
）
▼
福
岡
小
学
校
（
午
後
３
時

よ
り
）

▼
本
宿
学

区
公
民
館
（
午
前
1
0
時
よ
り
Ｈ
時
3
0

分
ま
で
）
▼
山
中
小
学
校
（
午
後
１

時
よ
り
）
▼
藤
川
小
学
校
（
午
後
２

時
3
0
分
よ
り
）

▼
恵
田
小

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
よ
り
）
▼
岩

津
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分
よ
り
）

▼
細
川
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分
よ

り
）
▼
奥
殿
小
学
校
（
午
後
３
時
よ

り
）

▼
矢
作
束

小
学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）

▼
矢
作
西
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分

よ
り
▼
矢
作
北
小
学
校
（
午
後
３
時

よ
り
）

▼
生
平
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）
▼
秦

梨
小
学
校
（
午
後
１
時
よ
り
）
▼
常

磐
南
小
学
校
（
午
後
２
時
3
0
分
よ
り
）

▼
美
合
束

部
農
協
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）

▼
緑
丘
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分
よ

り
）
▼
竜
谷
小
学
校
（
午
後
３
時
よ

図
書
館
だ
よ
町

ａ
5
1
－
2
2
5
1

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

　
開
催
日
時
　
５
月
よ
り
毎
月
第
２

土
曜
日
午
後
２
時
～

　
指
導
者

子
氏

●
竜
美
丘
小
　
山
本
久
美

　
申
込
受
付
　
４
月
2
2
日
（
火
）
よ
り

　
教
材
費
　
無
料

　
募
集
人
員
　
参
加
自
由

　
内
容
　
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を

対
象
に
行
い
ま
す
。

●
源
氏
物
語
を
読
む
会

　
開
催
日
時
　
４
月
よ
り
毎
月
第
４

金
曜
日
午
前
1
0
時
～

　
指
導
者
　
愛
教
大
教
授
　
樋
口
芳

麻
呂
氏

　
申
込
受
付
　
４
月
2
2
日
（
火
）
よ
り

　
教
材
費
　
―
、
０
０
０
円

　
募
集
人
員
　
5
0
名

　
内
容
　
源
氏
物
語
を
テ
キ
ス
ト
に

し
て
行
い
ま
す
。

●
古
川
柳
鑑
賞
講
座

　
開
催
日
時
　
５
月
よ
り
毎
月
第
１

土
曜
日
午
前
1
0
時
～

　
指
導
者
　
岐
阜
大
教
授
　
鈴
木
勝

忠
氏

　
申
込
受
付
　
４
月
2
2
日
（
火
）
よ
り

　
教
材
費
　
Ｉ
、
０
０
０
円

　
募
集
人
員
　
5
0
名

　
内
容
　
古
川
柳
を
解
説
し
て
い
た

だ
き
、
一
般
教
養
を
深
め
ま
す
。

●
読
書
会

　
開
催
日
時
　
５
月
よ
り
毎
月
第
１

水
曜
日
午
前
1
0
時
～

　
指
導
者
　
糟
谷
正
孝
氏

　
申
込
受
付
　
４
月
2
2
日
（
火
）
よ
り

　
教
材
費
　
無
料

　
募
集
人
員
　
参
加
自
由

　
内
容
　
読
書
普
及
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市

政
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
≪
３
？
＾
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
毎
月
昭
変
更

　
　
　
　
　
　
き
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
目
の
健
康

に
つ
い
て
）
　
毎
月
曜
変
更

川
　
　
一
―
一
｀
１
／
り
「
／
Ｌ
！
’
．
．
・
‐

串
４
月

1 5
日
1
3
0
日

－‐‐川
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
・
・

||lllllllllllllllllllllll川川川川田田

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｉ
Ｋ
.
局
1
1
1
3
番

「
知
潔
の
大
坊
主
」
　
　
　
敷
範
哨

か
ん
が
い
用
水
路
の

危
険
防
止
に
つ
い
て

　
か
ん
が
い
用
水
路
の
危
険
防
止
に

つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
御
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も

か
ん
が
い
期
に
な
り
、
農
業
用
水
路

の
通
水
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
子
供
の
水
難
事
故
に
は
特
に
注
意

し
、
水
路
付
近
で
遊
ば
な
い
よ
う
危

険
防
止
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
路
に
ゴ
ミ
や
土
石
を
投

棄
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
動
１
　
文
単
ノ

み
ど
り
号

図
書
館
　
a
5
1
‐
2
2
5
1

▼
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）

▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校
（
午
後
１
時

3
0
分
よ
り
）
▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校

　
（
午
後
３
時
よ
り
）

▼
大
門
小
　
　
り
）

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
よ
り
）
▼
大

樹
寺
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分
よ
り
）

▼
常
磐
小
学
校
（
午
後
１
時
よ
り
）

▼
常
磐
東
小
学
校
（
午
後
２
時
3
0
分

よ
り
）

▼
男
川
小

危
険
物
取
扱
者

試
験
が
行
わ
れ
ま
す

消
防
本
部
容
2
1
‐
5
1
5
1

　
　
試
験
日
　
６
月
１
日
（
日
）

　
　
試
験
の
種
類
　
Ｏ
甲
種
危
険
物
取

　
扱
者
試
験
　
Ｏ
乙
種
危
険
物
取
扱
者

　
試
験
（
仝
類
）
　
Ｏ
丙
種
危
険
物
取

　
扱
者
試
験

日
　
受
験
に
必
要
な
も
の
　
Ｏ
受
験
願

‐
書
　
Ｏ
写
真
３
枚
　
Ｏ
受
験
手
数
料

Ｊ４
　
（
甲
種
３
千
円
　
乙
種
２
千
円
　
丙

種
千
６
百
円
）

　
願
書
提
出
先
　
西
三
河
事
務
所
総

務
課
（
明
大
寺
本
町
―
の
２
）

　
願
書
受
付
期
間
　
５
月
６
日
～
８
日

　
講
習
会
　
と
き
　
５
月
1
8
日
（
岡

崎
市
危
険
物
安
全
協
会
主
催
）
　
５

月
1
9
日
（
岡
崎
市
、
幸
田
町
危
険
物

安
全
協
会
主
催
）
　
と
こ
ろ
　
両
日
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市
民
交
通
傷
害
保
険

　
　
た
だ
今
受
付
中

－
・
‐
‐
‐
＝
‐
‐
　
‐
　
　
‐
　
‐
：

市
民
課
管
理
係
　
≫
2
3
－
６
・
・
・
３
８

　
ま
だ
申
込
み
の
済
ん
で
な
い
方
は
、

万
一
の
事
故
に
術
え
て
早
目
に
巾
込

み
ま
し
ょ
う
。

　
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
家
族
の

方
と
御
一
緒
に
加
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
料
　
１
人
年
額
３
６
０
円

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
、
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
療
青
手
帳
所
持
者
、

遺
児
手
当
受
給
児
、
満
7
0
歳
以
上
の

老
人
は
半
額
で
す
。

　
保
険
期
間
　
昭
和
5
5
年
５
月
１
日

～
昭
和
5
6
年
４
月
3
0
日

　
申
込
み
　
御
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

申
込
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、
各
町

総
代
さ
ん
に
申
込
ま
れ
る
か
、
市
民

課
又
は
各
支
所
へ
直
接
お
巾
込
み
く

だ
さ
い
。

岡
崎
墓
園

　
日
曜
墓
地
相
談
日

や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
容
4
6
－
3
2
6
0

　
静
か
で
明
る
く
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
岡
崎
慕
園
の
墓
地
利
用
は
、

や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所
で
随
時

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
日
に
墓
地
利
用
手
続
等
の
都
合

が
悪
い
方
の
た
め
に
毎
月
一
回
、
日

昭
日
に
墓
地
相
談
日
を
開
設
し
て
い

ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
４
月
2
7
日
（
日
）
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
場
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公
園

管
理
事
務
所
（
岡
崎
墓
園
の
入
口
）

　
そ
の
他
　
墓
地
利
用
等
の
手
続
を

さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
・
だ

さ
い
。美

術
館
の

　
　
催
し
も
の

ａ
5
1
1
4
2
8
0
」

第
1
6
回
美
協
展

　
　
　
　
　
４
月
3
0
日
～
５
月
４
日

第
４
回
あ
い
ち
平
和
美
術
西
三
河
展

　
　
　
　
　
　
　
５
月
７
日
～
Ｈ
日

神
谷
葵
水
書
作
展

　
　
　
　
　
　
　
５
月
1
4
日
～
1
8
日

第
８
回
岡
崎
市
民
美
術
展

　
　
　
　
　
５
<
―
^
2
7
日
～
６
月
１
日

一
入
場
無
料
　
一
開
館
時
間
　
午
前

1
0
時
Ｉ
午
後
６
時
（
入
館
は
５
時
3
0

分
ま
で
。
各
行
事
址
終
日
は
、
閉
館

時
間
が
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ク
ラ
ブ
の
部
員
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
ａ
5
1
1
4
1
0
4

　
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

勁
く
青
少
年
を
対
象
に
．
ク
ラ
ブ
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
お
り
、
仕
事

を
終
え
た
あ
と
や
、
休

し
く

す
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
運
動

系
６
団
体
の
ク
ラ
ブ
員
欠
募
集
し
ま

す
の
で
、
多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
又
は
在

勤
の
2
5
歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

　
申
込
先
　
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
（
上
六
名
３
丁
目
３
番
地
７
）

　
葵
ク
ラ
ブ
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
）

　
仲
間
と
一
緒
に
思
い
切
り
汗
を
流

し
た
い
人
、
ぜ
ひ
一
度
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
葵
ク
ラ
ブ
の
魅
力

に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

　
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

　
硬
式
テ
ニ
ス
　
あ
な
た
は
硬
式
テ

ニ
ス
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

一
度
コ
ー
ト
に
立
ち
ま
せ
ん
か
。
テ

ニ
ス
を
通
じ
て
身
体
作
り
と
仲
間
作

り
を
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仲
間
と
す
こ
や

か
な
青
春
の
汗
を
一
緒
に
流
し
ま
し

よ
う
。
　
練
習
口
　
毎
迎
木
曜
日

　
軟
式
テ
ニ
ス
　
軟
式
テ
ニ
ス
の
部

貝
は
、
男
女
と
も
底
ぬ
け
に
明
る
い

人
間
ば
か
り
で
、
テ
ニ
乙
を
通
じ
て

お
互
い
の
友
好
を
深
め
、
よ
り
楽
し

い
青
春
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。
　
練
習
日
　
毎
週
火
曜
口

　
卓
球
ク
ラ
ブ
　
現
在
部
貝
数
男
性

1
5
名
、
女
性
1
0
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
あ
の
小
さ
な
ボ
ー
ル
を
思
う
よ
う

に
打
て
た
ら
、
も
っ
と
卓
球
が
楽
し

く
な
り
ま
す
。
卓
球
の
好
き
な
人
、

や
っ
て
み
た
い
人
、
一
緒
に
練
習
し

ま
せ
ん
か
。

- -

　
練
習
日
　
毎
週
火
・
土
曜
日

　
は
い
、
く
り
や
あ
ず
（
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
）
　
　
３
年
前
に
ホ
ー
ム
に
誕
生

し
て
、
現
在
部
員
数
2
0
名
、
週
に
一

度
の
練
習
で
す
が
、
汗
を
流
す
機
会

の
少
な
い
私
達
に
は
と
て
も
大
切
な

時
間
で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
仲
間
に

入
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

　
フ
ォ
ワ
ー
ド
ナ
イ
ン
　
（
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
）
　
私
達
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
仲
間
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
若
さ
を
思
い
切
り
ボ
ー
ル

に
ぶ
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
練
習
日
　
毎
週
水
・
金
川
日

べ
ｌ
ｌ
―
―

{m‾

労
働
文
化
会
館
の

住
所
及
び
料
金
の

一
部
変
更

　
　
　
　
　
！

商
工
労
政
課
労
吻
係
『
．
ｊ

　
　
　
　
　
豊
2
3
1
＜
o
c
o
i
o
＊
―

⊃

　
４
月
１
日
よ
り
、
次
の
と
お
り
変

更
い
た
し
ま
す
。

○
旧
住
所
　
岡
崎
市
上
六
名
町
字
法

　
　
　
　
　
屋
８

　
新
住
所
　
岡
崎
市
上
六
名
３
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
地
４

０
音
楽
室
を
会
議
案
（
第
３
号
室
）

　
に
改
め
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

午
前
　
３
０
０
円
（
４
５
０
円
）

午
後
　
３
８
０
円
（
６
０
０
円
）

夜
間
　
４
５
０
円
（
６
８
０
円
）

　
（
）
は
労
働
者
労
働
団
体
以
外
の

　
場
合

-

悪
臭
関
係
工
事
等

の
届
出
は

　
お
す
み
で
す
か

－
－
1
1
1
1

環
境
課
公
害
対
策
係

豊
2
3
1
C
O
　
＾
―
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

　
次
に
掲
げ
る
業
種
の
か
た
は
、
４

月
3
0
日
（
水
）
ま
で
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
悪
臭
関
係
業
種

①
畜
産
農
業
（
④
豚
防
施
設
で
豚
房

の
総
而
積
が
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の
　
○
牛
町
施
設
で
牛
房
の
総

而
仙
か
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の
　
（
ハ
）
鶏
を
３
、
０
０
０
羽
以
上

飼
育
す
る
も
の
　
④
う
ず
ら
を
２
０
、

０
０
０
羽
以
上
飼
育
す
る
も
の
）

②
飼
料
又
は
有
機
質
肥
料
の
製
造
業

　
（
乾
燥
施
設
か
看
す
る
も
の
に
限
る
）

③
レ
ー
ヨ
ン
製
造
業
（
紡
糸
施
設
を

有
す
る
も
の
に
限
る
）

④
セ
ロ
フ
ァ
ン
製
造
業
（
製
膜
施
設

を
有
す
る
も
の
に
限
る
）

⑤
ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
加
硫
施
設
を

有
す
る
も
の
に
限
る
）

⑥
鋳
物
製
造
業
（
シ
ェ
ル
モ
ー
ル
ド

法
に
よ
る
も
の
に
限
る
）

－ ｉ

Ｉ
　
Ｉ

Ｌ
顔
回



きざか

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
春
の
行
事

０

－
5
6
5
7
－
６
卜
２
１
０
い
○

植
木
即
売
会
（
県
下
の
生
産
団
体

お
に
よ
る
直
売
）

　
　
〇
場
所
・
：
緑
化
セ
ン
タ
ー
苗
の
広

市政だよ－15－　昭和55年４月15日

場
　
〇
期
間
…
５
月
１
日
１
５
日

Ｏ
即
売
品
…
植
木
、
苛
木
、
鉢
物
、

園
芸
用
品
な
ど

　
緑
化
特
別
相
談
　
植
木
即
売
会
の

期
間
中
、
即
売
会
場
に
お
い
て
植
木

の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
盆
栽
展
　
〇
場
所
・
：
緑
化
セ
ン
タ

ー
講
堂
　
○
期
間
・
：
５
月
１
日
～
５

日
　
〇
展
示
品
：
二
般
盆
栽
約
6
0
点

一
級
・
二
級
技
能
検
定

学
科
試
験
免
除

　
通
信
教
育
で
技
能
士
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
‐
‐
－

愛
知
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

睨
1
9
1
4
－
・
－
１
１
１

－
・
―
－

　
職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
技
能
労

働
者
が
専
門
的
知
識
を
通
信
教
育
に

よ
っ
て
修
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て

い
ま
す
。
訓
練
科
に
は
、
機
械
加
工
、

仕
上
げ
、
板
金
、
建
築
、
家
具
木
工
、

広
告
美
術
、
金
属
塗
装
、
機
械
製
図
、

配
管
な
ど
如
一
科
あ
り
ま
す
。
（
一
級

コ
ー
ス
は
、
機
械
加
工
科
、
仕
上
げ

科
、
板
金
科
、
配
管
科
）

　
一
級

　
受
講
資
格
　
当
該
訓
練
科
の
一
級

技
能
検
定
受
験
資
格
者
又
は
１
年
後

に
そ
の
資
格
を
得
ら
れ
る
方

　
訓
練
期
間
　
１
年

　
受
講
料
　
８
、
０
０
０
円
（
教
科
書

代
な
ど
）

　
特
典
　
一
級
技
能
検
定
学
科
試
験

免
除

　
二
級

　
受
講
資
格
　
実
務
経
験
が
あ
れ
ば

学
雁
、
年
齢
、
性
別
な
ど
は
問
い
ま

せ
ん
。

　
馴
練
期
間
　
１
年

　
受
講
料
　
６
、
０
０
０
円
（
教
科
書

代
な
ど
）

　
特
典
　
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験

免
除

　
　
　
　
●

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
郵
便
切
手
5
0

円
同
封
の
上
、
愛
知
総
合
商
等
職
業

訓
練
校
技
術
課
（
〒
４
６
２
　
名
占

屋
市
北
区
安
＃
２
丁
目
４
番
5
4
号
）
へ

‾‾‾‾‾‾‾‾‾”へ

―

『 第
８
回

岡
崎
市
民
美
術
展

　
　
　
　
の
開
催

　
５
月
2
7
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
の
間
、

岡
崎
市
美
術
館
に
お
い
て
恒
例
の
岡
崎

市
民
美
術
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

　
な
お
応
募
資
格
、
出
品
規
格
等
詳

細
に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日
号
に
掲

叔
し
ま
す
。

「助けてエー//」
は、電線から離nた安全な楊所へたてましよう。

ごｽﾞﾗﾐ?Eうy鯉のぱりが;ﾑ4刀j;弓ﾀﾗj1

と-. 池くの中?.電力(051-5911)へ

５月の

保健だより

厚生経済部保健課

　　　豊23－6179

ツベルクリン反応検査と

B C G 予防接種
　

骸当者①昭和53年中に出生した幼児

　　　　②昭和52年以前に出生した幼児で接種していな

　　　　　い幼児

(f呆健課保健係　き23－6180)

無　料

表

金

程

料

日

ツベル
y'4町

判定及び

B C C
接種日

時　　間
　　　　　１

場　所
　　　　　！

５月６日脚 ５月8日tf)
午mo時　～11時30分

午後l時30分～３時30分

母子老人保健｜

セ　ン　タ　ーI

９月７日哨 ５月９日９
午前10時　～11時30分 本宿学区公民館

午後I時30分～３時30分 東部市民センター

６月3日㈹ ６月5日困
午前10時　～11時30分 岩津市民センター

午後l時30分-3時30分 細川小学杖

６月4 日(*l 6月6日咄
午前lO時　~u時30分 福岡会館

午後１時30分～3時30分 太陽の城

6 月9日叩 ６月11日附
午前10時　～11時30分

午後l畔30分~3時30分
鴨・u民会館

６月10日脚 ６月lZ日閑
午ma時　-11時30分

午後１時30分～O時30分
矢作市民センター

７月２日脚 ７月4 日圀
午前10時　～I1時30分

午後1時30分～3畔30分
矢作市民センター

7 月8 日脚 ７月10日附
午前10時　～11時30分

午筏i時30分-3畔30分
大平市民センター

７月9日伽 ７月11日ー
午前10時　～1I時30分 常磐小学校

午後１時30分-3時30分 労働文化会館

７月IS a図 ７月17 BOW
午ma時　～11時30分

午後1時30分～３時30分

母子老人保鯉

セ　ン　タ　ー

７月16日附 ７月n日吻
午前10時　～l時u分

午後１時30分～3時30分
岡崎支所

７月22日両 ７月24日困
午前10時　-11時30分

午後１時30分-3時30分
美合公民館

７月23aw ７月25日吻
午前10時　～11時30分

午後l時30分～3時30分

六　ツ　美

市民センター

７月29日㈹ ７月31日困
午前10時　~u時30分 城北公会堂

午後l時30分-3時30分 勤労会館

当日は体温を測定し、母子健康手帳をご持参ください。



小児マヒ予防経□

生ポリオワクチンの接種

－16－

昭和55年度

犬の登録と春の狂犬病予防注射(第２次)

　昭和55年度犬の登録受け付けを、岡崎保健所が尖施す

るy存の狂犬病予防注射と同時に行いますから、生後91日

以上の犬を飼育しているかたは、忘れずにもよりの会場

にお出かけください。ダお、新しく犬を飼ったかたは、

通知書がなくても受け付けますので、次の会場で登録と

注射を済ませてください。

　受ける犬　生後91日以上の犬全部

　料金　登録料＝iyril,500円　注射料等＝i頭1,300円

　日　程　表

月日 叶　　　問
一一
　　場　　　所

5H

　6 H

　図

午･liiJlO時　～111昨 扁こ匹丿

乍後!時30分～2時?.o分 怖閥町恂＼蜀小学枚

　7 川m

｜

T･前10時　～11時 印l川葵農協人樹寺支所

r-後1時30分～2吽30分 大ヽﾄ町人f支所

1

　8 li昶

|iiiflO時　～u時 ft-in町北祁公会堂　　　｜

'I･■後i時3('/>～2時3O分 川乍町別乍良協本所

9 I｣剛

乍前10時　～ll時 胃津町葵農協岩汁支所

r筏1時30分ヽ一2時30分 旺町南部公会堂

I2U(I))

午副o時　～11吽 美作町i^地中公民館　　｜

午筏１時3O'y>～2時30分
本宿町本祐学区公尺館　ｌ

(本宿連絡所J

13!](火

'I"I田o時　～11時 福岡町編I岡公館

'＼-'iい時30分- 2時30分 六才,町勤労青少年ホーム

'白iij10時　～11時 康生通西岡崎保健所

ﾀﾞl‘I｀'丿価汲１吽30分~
2時30分

　　　１

六供町市尺会館下の駐･K場｜

　　　　－　　－－－

血圧の話
岡崎市医師会

骸当者　①昭和54年中に出生した幼児　②昭和3年以前

　　　　に出生した4歳未満の幼児で投与（2l!ll）を受

　　　　けていない幼児

料　金　無料

日　程　表　　　　　　（保健課保健係　雲23－6180）

月日 時　　　間 場　　所

５月Ha困
乍前10時　～11時30分 本宿学区公心館

乍後１時30分～３時30分 東部巾･沁センター

５月15 0困

午前10時　～11時30分 岩津lli尺センター

午後１時30分~ 3時30分 網　| ||　小　学　校Ｉ

午後i時30分~ 3時dO分 男　Ill　小　乍　佼

5 Jjie日(勿
午前io時　～11吽30分

r-後1時30分～3峙30分
人作ll/尺センター

5 恥9日(陶
午前io時　～n時30分

午後l時30分～３時30分
けf･七人保健センター

５月20日図
Ｔ前10時　～11時3o分

午後1時30分～3時30分
鴨田町尺会館

５月21日困
午ijifio時　～11時30分

乍後１時31)分～３時30分

岡　崎　支　所

５月22日出
午前10時　～u時30分

午後i時30分～3時30分
六ツ美lli民センタ一

５月23日吻
乍前10時　～11時30分 柚　岡　会　館

午後i時30分~ 3時30分 太　陽　の　峨

５月26 目(!})
午前10時　~u時30分

午筏i時30分～3吽30分
美　合　公　民　館

５月27日(吋
午釦O時　～】1時30分 常　磐　小　学　佼

r-後1時30分～3時30分 劣働交化会館

５月28日團

午前10時　～11時30分

w■-a･¶a晶ふ¶aM』■』■ふ■■■=■
午後１時3O分～3時30分

城　北　公　会　堂

■警=－=-晶還■･¶■--■-■■a¶㎜

勣　労　会　館

｜
　５月29出羽

午前10叶　～11時30分

乍後1時30分- 3時30分
矢作巾･瓜センター

５月30口吻
乍前10時　～u時30分

午後１時30分～3時3O'/J-
ilj f･老人保健センター

＿＿　　　　　　ｊ

● 5川6ﾛ(勿

●13月29
日出

なお、当日は体温をilUl定し、母子健康手帳を持参して下さい。

相談内容　市保健婦による保健指導・血圧測定・検尿・

　　　　　乳児相談、その他

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　豊23－6084）

日 時　　　　間 場　　　所

２日吻
午前９時30分～11時30分

矢作市民センター
午後１時30分～３時3O分

16日金
午前9時30分-11峙30分

束部巾民センター
午後１時30分～3時30分

一一　-‥‥　　　　　　　　　　　一一一一--一一一一一一
※４月25日(勿の巡回健康相談は六ッ笑市民センターです。

　40歳を過ぎると血圧に注意しなければなりません。最

鳥血圧がleo以上、または最低血圧が9Q以上の人は、高血

圧症です。

　高血圧は、脳（脳出血、脳栓塞、クモ膜下出血）、心

臓（狭心症、心筋梗来、心不全）、腎臓（尿毒症）の出

血、栓外をおこす源です。

　血圧の鳥い人は、肉休的、精神的な過労をさけましょ

う。塩からい物、食塩を控え、何事も７分に控えましょう。

岨
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場　所　母子老人保健センター

　　　　(伊賀新町　働く婦人会館隣り　雲21－4825)

日　程　表

極別 口　　時 内　　　容

老人■ 成人

鮭康相鏑

　　13日図
午前io時～11吽30分
午後i時2時30分

血圧川定検尿

保健指導

　　27
U ㈲

午肋10時-11時30分
午後１時-2時30分

血圧測定検尿

似健指導
医帥の検診（P後のみ）

・お母さんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　りゝ。

・１回目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参するもの　母子健康手帳(なくても可)、筆記用具

受　購　料　無料　時間　午後i時

日　程　喪　　　　(保健課健康管理係　豊23－6084)

回 日 場　　所 対象 内　　　　容

１

回

目

1 日困 岡崎保健所 討

７の
能

妊娠中の異常■栄贅・歯の

衛生･妊娠中川のi＼常-iii?i･

心と休の準備と赤ちゃんの
衣類の選ぴjj ・映画na困 青少年センター

太隅の峨

２

回

目

s日困 岡崎保腱所 雛

8の
能

妊娠後期の日常生活・人院

ｌ

の時刈と■C構え・赤ちt-ん：
の観察と取り扱いおよび人
浴・母子保健m度　　　　ｉ22 0困 青少年センター

太陽の峨

対

注

場

日

象

憲

所

程

昭和52年４月生まれの子供

母子健康手帳持参、尿検査を実施します。

岡崎保健所（康生通西３の30　022－2501）

表

日 受付時間 対象学区

６日

{■})

午後１時～

　　　２時30分
井田、美合、竜谷、藤川、緑
丘、梅園

13日

(勿

午前９時～

　　　10峙30分
矢作（東・西・南・北）

午後i時～

　　　　２時30分
羽根、岡崎、愛宕、岩津、常
磐､常磐南･束.細川､奥殿､心田

20 日
脚

午後１時～
　　　　２時30分 大樹寺｀六名. tiVi岡｀大門｀辿尺｜

27日
図

午前９時～

　　　10時30分

三島、六ッ美（北-巾・南）

城南、竜美11

午後１時～

　　　２時30分
眼石, 広幡、秦梨、山中、男
川、本宿、生平

市政だより お　か　ざ　き

１　保健婦の育児相談を受けるかた　　　‘

　Ｏ受付時間　午前io時～ii時30分

　Ｏ内　　容　休重・身長測定・育児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

※O 3～４ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

　Ｏ受付時間　午後l時～２峙

　Ｏ内　　容　医師の診察・体爪・身長測定・育児・栄

　　　　　　　養相談

３　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください。

日　程　表　　　　（保健課健康竹理係　萱23－6084)

口 嶋　　　所 区　　　域

6 日出

20 a出

町少年センター･k鵬の城
　　　(明大寺本町}

三島・峨南学区

六お,・連尺学区

＼4am

21日團

I* r'老j1裴jSぷン9 ‾

　(励く婦人会館隣り)

井11!・愛宕・広幡学区

大尉寺･人nr-区､常磐地区

; i6H剛 勤　労　会　俯 眼石・梅8l一男jl洋区、河合地区

7 日俐 南　部　公　会　堂 m崎・羽根学区

23日吻 人作ili 民センター
矢作南･北学区
(6 M斟ﾊﾞμ習)

27日出 笑　合　公　民　館 美合･竜谷･緑i.・藤川学区　｜

13日出 本宿町冨li]府院 本宿・山中学区　　　｜

8 am 岩津ill民センター 岩津･恵川・細lll・奥殿学区

20日(幻 六ツ笑市民センター 六ッ美地区

12日叩 岡崎ill医師会館 竜美丘学区

※皆様の各地区に婦人民生児童委nのかたがおられます。妊

　娠中･分娩･育児等でお困りのかたは気軽にご相談ください。

Ｏ受付時間

Ｏ内　　容

午後i時～２時

医師・歯科医師の診察・身体測定・育児・●

栄養相談

ｏ持参するもの　母月

日　程　表　　　　保m課健康管理係　023－6084)

M 場　所 対象児 区　　　　城

1 am
曝r一名ﾉ、

保健センター
I肝ll53年11川生 愛宕■ 坏|n・常磐・大

ri・大樹寺学区

29出羽

勤労会館

la

7

崎・羽根■ fc.i岡・根

・力川学区

19日旧
六れ・二島・連尺・緑
Ir.■jnl俘学区

26 £3(11)
屯笑丘■ fi;幡，城巾
伍ISI■美作幸区　　ｉ

15日附
矢作巾民

センター
人作地区

９日白
六ッ芙-ir 民

センター
昭和53年loJi生 六ツ美地区

22日附
岩皿，＼i民

センター
㈹f?･恵[!l ・mn| ・奥
殿学区

●桁定のM 日に部介の惑いむは、l歳s力Mまでに駁寄りの会鳩で受けて
　ください。
織本宿、山中、藤"I。亀谷掌区は6 /!に行いま'i＼
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昭和55年４月15日

突発急患者のための休日緊忌当直医ISS
５月の

へ｢かかりつけの医師｣休日・夜間の急病はまず休日・夜間診療は急病の人のため

H O^ffl 2―0020

･皿s●

山崎医院

　　（幸田）

魯幸113 2－5225

皿

岩瀬医院

　　(福岡)

　　雲51－9036

㎜

共立病院

　　(羽根)

　　051 －1427

皿

杉浦医院

　　(羽根)

　051 －1735

-皿４皿b■

　しまだ小児科

　　(明大寺)

　雲51 －1411

　緊

　急
　当

　直

　担
　当

　時

　間

　休

　日

　午

　前
　９

　時

雛

市時

h

輦

吋

隨

５

７
１

言

3232

斉藤医院
　　（鴨田）

　雲22－2167

渡辺医院

　（伝馬2）

　豊22－0228

斉藤医院

　　（伝馬3 )

　雲21－0555

後藤医院

　（伝馬3 )

　魯21 －4071

オノゝラ医院

　　（中町6)

　021－6308

ll
万万三゛

新海医院

　　(板屋)
　n21－0023

志貴医院

　　（田町）

　昔21―0536

和　田医院

　　(八帖西)

　魯21－0987

大浜医院

　（松本１〉

　萱21－0743

山本卜　院

　　（井田）

　魯21－0759

I≒ﾄﾞEｸ
ワシミ医院

　（久後崎）

　萱52－8811

柴田　医院

　（明大寺）

　≪51 －1938)

共立病院

　　(羽根)

　酋51 －1427

細井医院

　　(柵岡)

　霖Sl －1325

佐野卜院

　　(幸　田)

幸田2一5411

9 821量ｸ

山　中医院

　　（伝馬4）

　豊21－8014

須田医院

　（六供3)

　豊23―3170

遠山病院

　　（鴨田）

　き21一7946

河合医院

　　(能見)

　萱21－6591

長坂病院

　　(矢作橋)

　031 ―3170

^m

≒ﾄ509ｸ 僑本医院

　　(康生南)

　豊22－3497

みしま医院

　(康生南)

　酋21 －1648

嶋田医院

　　(鴨旧南)

　霖24－6555

長谷川医院

　(伊賀新)

　≪S23－1871

渡辺医院

　　（福寿1)
　a 23―8005

l≒ﾄLｸﾞ
康生病院

　　(康生南)

　魯21 －1340

島　田　病院

　　（伝馬i)

　2521－3387

坂堂医院

　　(陥寿い
　n21－6156

中　町医院

　　（本町3）

　豊22－0261

山本病院

　(連尺い

　豊21－0359

1栗丿玉ご
南部医院

　　(羽根)

　豊51－5334

伊藤医院

　　（亀井1)

　魯21－3313

岡　田　医院

　　（八幡1）

　tS21一〇134

佐野医院

　（門il'i 1 )

　萱21－4909

杉浦医院

　　(康生東)

　酋21－4880

１歯科医師会館（六供町三本松sの1　六供浄水場B*≪,－）821-0501 昌昌認疆二混

⇒（嗣引）救急医療情報のご利用は

岡崎県民サービスコーナー

５月１日オープン

シビコ３番街３階

　
住
所
　
岡
崎
市
康
生
通
西
二
丁
目

2
0
番
地
の
２

　
電
話
　
2
4
1
1
8
5
8
～
９

　
岡
崎
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に

お
き
ま
し
て
は
、
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
の
相
談
、
余
暇
利
用
施
設
・
各

種
試
験
講
習
会
な
ど
の
案
内
、
各
種

資
料
の
閲
覧
・
展
示
・
提
供
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
寄
り

く
だ
さ
い
。

　
定
休
日
　
毎
週
木
曜
Ｕ

　
柴
務
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
●

（
㈲
鼎
剔
川
出
川
）
県
政
相
談
、
年

金
相
談
、
国
政
相
談
、
住
宅
相
談
、

高
齢
者
相
談
．
法
律
相
談
、
交
通
事

故
相
談
、
婦
人
悩
み
ご
と
相
談

１
－
‐
‐
‐
‐
　
　
　
ｊ

広
報
資
料
コ
ー
ナ
ー

県
営
住
宅

の
申
込
沓
の
配
布
・
受
付
、
各
種
資

格
試
験
の
願
書
交
付
・
合
格
者
発
表
、

県
民
大
学
講
座
・
婦
人
文
化
講
座
・

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
申
込
書
配
布
、

消
費
生
活
の
知
恵
・
地
震
の
心
得
、

四
季
の
草
花
づ
く
り
等
の
小
冊
子
の

配
布
、
い
こ
い
の
村
・
和
紙
の
ふ
る

さ
と
・
陶
磁
資
料
館
・
労
働
者
研
修

セ
ン
タ
ー
・
青
少
年
公
園
等
余
暇
・

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
の
利
用
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
、
県
の
各

種
統
計
調
査
や
県
の
仕
事
等
の
資
料

閲
覧

（
㈲
㈲
ば
田
川
川
）
地
震
展
・
夏
休

み
子
ど
も
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
映

画
会
等
各
種
催
物
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